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Bayer， M. M. • Droop， S. J. M. . Mann， D. G. :藻類研究司特

に微細藻研究に関するテジタル顕微鏡について

MにhaM. Bayer， Stephen 1. M. Droop and David G. Mann: Digital 

Il1lcroscopy in phycological research， with special 1巴ferenceto 

ll1icroalgae 

デジタル画像技術は生物学的研究のあらゆる分野で徐々に

組み入れられているが，各専門分野の科学者を対象にした情

報源は明らかに不足している。標本の形態計測あるいは視覚

解析，分類学的データベース，および従来の顕微鏡写真に代

わるデジタル写真の発行など，藻類学にデジタ ル画像技術を

取り入れる価値はある。ここでは一般的なデジタル画像技術

と，特に1J腕/H藻研究分野における可能性について紹介する。

また，初心者が高解像度のデジタル画像ライブラリーを構築

するための本質的な画像撮影や最適化について数多くの技術

を紹介する。デジタルカメラを使う際にf:、要な解像度につい

て説明し，顕微鏡の解像度と比較する。デジタル画像技術の

利点について議論し，従来のハロゲン化銀技術と対比する。

(Royal Botanic Garden Edi巾urgh，UK) 

辻村茂男1・石川可奈子2・塚田創2.琵琶湖と余呉湖に出現した

ラン藻Aphanizomenonflos-aquaeの増殖に及ぼす温度の影響

Shigeo Tsujill1ura， Kanako Ishikawa and Hajilll巴Tsukada:Effect of 

t巴lllperatureon growth of the cyanobacteriulll Aphanizomenon flos-

aquae in Lake Biwa and Lake Yogo 

アオコを形成するラン藻Aphanizomenonflos-aquae Ralfs ex 

Born巴Iel Flahaull (ラン藻綱ネンジュモ目)が琵琶湖と余呉湖

で1999年に初めて出現した。その形態特徴を野外試料を用い

て記述した。琵琶湖と余呉湖に出現する他のアオコ形成ラン

藻類MicrocystisやAnabaenaと違って，A. f7os-aquaeは夏期に

少なく冬季に増殖する傾向があり ，この種が好低jEt性あるい

は耐低温性で、あることが示唆された。増鎚に及ぼす温度の影

響を調べるため，琵琶湖より分離した無菌培養株を用いて培

養実験を行った。この培養株は23-29
0
Cで、最適jR度を持ち8

0
C

で増殖可能であった。5
0Cにおいても低光条件では少なくとも

25日の生存が確認できた。これらの結果は，晩秋から冬にお

けるアオコ形成が可能であることを示すものであった。 しか

し，なぜMicrocystisとAnabaenaのブルームが消滅した直後の

秋でなく，水1m"が約 100Cまで低下する 12月にな って

Aphanizomenonのアオコが生じたかはまだ不明で、ある。(1琵

琶湖研京大院 ・農)

小亀一弘¥上井進也人川口栄男 2:Asteronema 

rhodochortonoides (褐藻網)の太平洋における初記録

Kazuhiro Kogalll巴，Shinya Uwai and Shigeo Kawaguchi: First record of 

Asteronema rhodochOltonoides (phaeophyc巴ae)for th巴PacificOce創1

南日本の福岡県津屋111奇(33048'N，130'27'E)で採集した材

料において， ウミ トラノオ (SalgassumtJlLInbergii)に付着し

ていた小さな分校する糸状の褐藻の形態学的観察を行った。

この藻は，中央に複数のピレノイドが集まった星状に配置す

る葉緑体をもち， 1頁端生長的で，細胞糸はキ111く，直立糸に頂

生または側生する精円形または幅広の楕円形の複子嚢をもつ

ことから，Asteronema rhodochortonoides (Borg巴sen)Mull巴r巴t

Parodiと同定した。 日本の材料とカナリー諸島の A

rhodochortonoidesとの核小サブユニット rDNAの部分塩基配

列の比較では， 2または3塩基の違いしか見られなかった。こ

れは，太平洋での初報告として 日本の藻をこの種に当てた

我々の同定を支持している。室内培養において，複子麓から

放出されたj並走細胞は，野外で採集した植物体と同様の形態

をもっ植物体に発達した。我々の培養において，このサイク

ルは単子嚢を形成せずに繰り返した。(1北大院・理九大院・

農)

West， J. A.l・Hommersand，M.2 . Zuccarello， G. C.3 :培養条

件下における Bostrychiapinnataの形態と生殖

Jol1l1 A. W巴Sl，Max Homm巴rsandand G. C. Zuccarello: Morphology 

and 1巴productionof Bostrychia pinnata (Rhodomelaceae， 

Ceramiales) in laboratory culture 

Bosl7ychia pinnataの栄養藻体株は単藻培養下においてしば

しば四分胞子嚢を形成し，正常な四分胞子を放出した。ほと

んどの四分胞子は成熟前に正常に分校したが，なかには分校

しない幼体 (くIllllll)上にプロカルプを形成し，その後に不動

精子嚢を形成する胞子もあった。正常に分校した配偶体

(>2mm)のほとんどは初期には雌で，古く大きくなると

(>5mm)両性化した。単性のt1性配偶体は培養下ではみられ
なかった。果胞子体は成長が遅く (40-70日)，不稔か巣胞子

嚢の数が減少することがあった(天然では40-5011nlであるの

に対し培養藻体で 10-151閲)。 果胞子は四分胞子よりも発芽が

遅く，四分胞子体は成熟するまでに6ヶ月を要した。イトグ

サ型生活史は 9-1 2ヶ月で完結した。ひげ状付着器

(p巴ripherohaptera)は培養藻体では観察されなかった。フロリ

ダ，グアテマラ，ペルーの培養株は有性生殖器官を形成しな

かったが，下部の枝を定期的に脱離することによって栄養繁

殖を行った。何年にもわたる培養の結果，ほとんどの培養株

が自家不和合になった。雌性配偶体では， 1つもしくは2つ

のプロカルプが各セグメントに形成され，ほとんどが4細胞

性で， 3細胞性もわず、かにみられた。3-7細胞の不稔細胞

群も プロカルプに lつずつ観察された。受精後，造果器内の

複相核は2回分裂し，キヤ 7ピング構造と受精毛を切り離し，

助細胞に隣接する連結構造を形成した。通常の成熟した嚢果

では不稔細胞群は残存し，中央の空洞に粘液を分泌した。成
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熟した呆度は4細胞層(1層の主軸フィラメントと3層の皮層

細胞)で構成されていた。偽嚢果は普通にみられ，果胞子嚢

を作らず，伸長した不稔細胞を含み，部分的に発達した果度

によって覆われていた。造果器には通常4つの核がみられる

ことから，発達に失敗して偽嚢果になったものと思われる。

(1Univ. Melboume， Aus町alia，2Univ. North Carolina， USA， 3Univ. 

New South Wales， Aus甘alia)

Yang， y.1・Gao，K.1.2・Xia，J.2: Chlamydomonas reinhardtii 
の成長と光合成に対する大気中のCO2潰度倍加による効果

Ying Yang， Kunshan Gao and Jianrong Xia: Effects of doubled 

atmospheric CO2 concentration on白巴growthand photosynthesis 

of Chlamydomonas reinhardtii (Volvocales， Chlorophyceae) 

淡水産微細藻Chlamydomonasreinhardtii Dangeardを

350ppmvおよび700ppmvのCO2濃度下で培養し，成長と光合

成に対する CO2濃度倍加の影響を測定した。成長速度，光合

成効率，最大純光合成率および光飽和点は，2つのCO2濃度

条件で有意差はみられなかった。どちらのCO2濃度条件下で

培養した細胞も，高光量子束密度条件にさらすと，光阻害の

ために光依存O2放出率と光化学効果 (FjFm)が減少した。し
かし，高CO2濃度下で培養した細胞は光阻害効果がよりijijく，

初期の回復過程中の弱光もしくは暗黒下においてより良い回

復効率を示した。 (1Shantou Univ.， China， 2 Chinese Academy of 

Sciences， China) 

Necchi， O. Jr.・Zucchi，M. R. :温度，光強度.pHおよび日
長条件に対する淡水産紅藻の光合成活性

Orlando Necchi Jr. and Marcelo Ribeiro Zucchi: Photosynthetic 

performance of freshwater Rhodophyta in response to tempera仰向，

irradiance， pH and diumal rhythm 

淡水産紅藻8種15集団の天然および培養藻体において，温

度，光強度， pH/無機炭素および日長に対する純光合成速度

の反応を解析した。光合成速度は明瓶暗瓶法を使って酸素濃

度により決定した。光合成ム光強度曲線から導かれたパラメー

ターにより，解析した全ての淡水産紅藻が低い光強度に対し

て適応していることが示され，これらの藻類が低照度条件下

で生育しやすいことが確かめられた。ある程度の光合成阻害

(β=・0.33・0.01mg02g-1 DW  h-1(!Lmol photons m-2 S-I)ー1)は解析

した全ての種および集団でみられたが，光補償点(Ic)は全

ての藻体で極めて低かった(孟 2!Lffiol photons m-2 S-I)。飽和

点も全ての藻体で低かった (lk=6-54μmol photons photons m-

2 s-l; ls = 20・170ドmolphotons photons m-2 S-I)。純光合成速度と
暗呼吸速度は温度変化に相闘を示した。純光合成に対する至

適温度は種や集団によって異なっていたため，最も高い光合

成活性は別々の温度 (10，15， 20もしくは25・C)で観察さ
れた。暗呼吸速度は温度とともに上昇する傾向があり， 20・

25.Cで最も高い値を示した。1種を除き，pH8.5もしくはpH6.5

で最も高い光合成活性を示し，重炭酸塩のような無機炭素に

対して高い親和性をもつか，あるいは重炭酸塩やフリーの二

酸化炭素をわずかに利用することが示唆された。調査した藻

体すべてにおいて，日長の変化によって普遍的な光合成活性

パターンがみられ，ある程度の変異はあったが2つのはっき

りしたピークが観察された。はじめのより高いピークは午前

中 (7・11時)にあり， 2番目のより低いピークは午後(14・18

時)にみられた。 Batrachospermum1集団において，シャント

ランシア期の藻体とその配偶体の光合成活性を比較したとこ

ろ，配偶体においておよそ2倍の活性を示し，これは以前に

報告された値よりかなり低い結果となった。シャントランシ

ア期の生理学的役割についてさらに解析が必要である。 (Sao

Paulo Sta飽U凶v.)

Ghoshal， D.・Goyal，A.:単細胞緑藻の溶存無機炭素摂取にお
ける酸素阻害

Durba Ghoshal and Arun Goyal: Oxygen inhibition of dissolved 

inorganic carbon uptak.e in unicellular green algae. 

単細胞緑藻は無機炭素を細施や葉緑体に濃縮するために，

DICポンプと呼ばれる溶存無機炭素 (DIC)濃縮機構を持っ

ている。 DICポンプ活性は通常， DIC依存の光合成による酸

素発生速度が最大値の半分となるようなpHでのCO2+HC03-

濃度と等しい Ko.s(DIC)か，あるいは制限された量の

NaH14C03を用いたシリコンオイル遠心法を用いて15・60秒で

細胞内に蓄積される DIC量により測定される。溶存酸素は，

単細胞緑藻Chlamydomonasreinhardtii Dangeard株 137および

細胞壁のない海産藻類Duna1iellatertiolecta Butcherにおいて，

DIC摂取を阻害もしくは減少させる。これらの細胞は，アツ

セイ培地内の酸素量がわずかあるいは全くない場合に，最も

高いDIC量を濃縮した。これらの結果は， DICポンプアッセ

イ前に O2とDIC量を入念にモニターしなければならないこ

とを示唆している。 (Univ.Minnesota Duluth， USA) 
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Paula， E. D. 1・Pereira，R. T. L. 2 • Ohno， M.3 :ブラジル・サ

ンパウロ州の暖海域に移植されたカラギナン藻Kappaphycus

alvareziiの成長速度

Edison D. Paula'， Ricardo Toledo Lima Pereira2佃 dMasao Ohn03: 

Growth rates of the carrageenophyte Kappaphycus alvarezii 

(Rhodophyta， Gigartinales) introduced in subtropical waters of Sao 

Paulo State， Brazil 

ブラジルのサンパウロ州のウパツパ湾 (232・6.9'，45・0グ)

において 1995年10月から 1996年10月まで，Kappaphycus 

alvarezii (Doty) Doty ex P. Silvaの枝20本(それぞれ約3g) 

を海面に張られたロープに結び移植した。この海域の月平均

水温は20.3-28.5t: (Min.17.0t:， Max.31.0t:)であった。移

植した藻体は2ヶ月後に採取し，再び100-150 gずつに分

けて養殖を行った。日間成長率は各月ごとの測定から換算し

た。室内で培養された藻体を海中養殖に供すると，全ての季

節で良好な生育を示した。移植直後の日間成長率は6.5-10.7

%であり，その後の海中養殖の個体の日間成長率 (4.5-8.2 

%)よりも高い値を示した。後者の値は，他の養殖海域で報

告されている本種の日間成長率の範囲内であった。季節的な

成長率の変動は水温の変動と関連していた。これらの結果は，

ウパツパ湾において事業レベルの浮動方式のK.alvarezii養殖

が可能であることを示している。(1 Univ. Sao Paulo， Brazil， 2 

APT A da Secretaria de Agricultura e Abas飽cirnentodo Sao Paulo， 

Brazil，3高知大)

福田 覚1・大塚周ニ1・北出幸広2・渡遁俊樹3・嵯峨直恒1，

2 :スサビノリ(紅色植物門，ウシケノリ目)の延長因子(EF・

1α)をコードする cDNAの単離，同定と発現解析

Satoru Fukuda， Shuuji Ootsuka， Yukihiro Ki飽de，Toshiki Watanabe 

阻 dNaotsune Saga: Isolation， characterization and expression of a 

cDNA encoding an elongation factor-l a from Porphyra yezoensis 

(Bangiales， Rhodophyta) 

海産紅藻スサピノリのポリペプチド延長因子(EF-la)を

コードする cDNAの単離，同定そして発現解析について報告

する。 cDNAクローンは，葉状の配偶体由来のcDNAライブ

ラリーから単離し，その塩基配列を解析した。このクローン

は，既知のEF-laと類似性を示す449個のアミノ酸からなる

タンパク質の読み取り枠を含んでいた。アミノ酸配列は，ア

マノリ属の一種Porphyrapurpureaの糸状の胞子体で特異的lこ

発現するタイプのEF-la (tef-s)よりも，糸状の胞子体と葉状

の配偶体の両世代で発現するタイプのEF-la (tef-c)に対して

より高い類似性を示した。ノーザン解析の結果，本研究で単

離したEF-laは葉状の配偶体と糸状の胞子体の両世代で発現

するタイプであることが明らかになった。(，東海大院・海洋，

2東海大・先端技術センター東大・海洋研)

Freshwater， D. W.・Thomas，D. T.・Bailey，J. C. :紅藻

Gelidium crinaleのグルタミン合成酵素11をコードするcDNA

の特徴

D. Wilson Freshwater， David T. Thomas and J. Craig Bailey: 

Characterization of a cDNA encoding glutamine synthetase 11 from 

Gelidium crinale (Rhodophyta) 

逆転写酵素PCRとデーおよび3'-RACE法を用いて，紅藻

Gelidium crinale (Tumer) Gaillonのグルタミン合成酵素 (GS)

をコードする cDNAを解析した。 1231bpのGScDNA転写産

物の塩基配列を解析したところ， 5'および3'末端に観訳され

ない部位があり，推定タンパク質コード領域には352のアミ

ノ酸ポリペプチドがコードされていた。GS塩基配列を他の生

物と比較したところ，G.c.泊laleのcDNAはtype-IIGSをコー

ドしており， N末の色素体シグナル配列を欠くことから，細

胞質のイソ酵素と考えられる。 GSIIアミノ酸配列の系統解析

により，細胞質と色素体のイソ酵素が真核生物の進化の聞に

何度も生じたことが指示された。 (Univ.North Carolina， USA) 

Banares， E. . Altamirano， M.・Figueroa，F.し・ Flores-Moya，

A.:南イベリア半島の無節石灰藻3種の発芽体の成長におけ

る紫外線照射の影響

Elena Ba畳間s，Maria Altamirano， Felix L. Figueroa佃 dAntonio 

Flores-Moya: Influence of UV radiation on growth of sporelings of 

three non-geniculate coralline red algae from South巴mIberian 

Peninsula 

Melobesia membranacea (Esper) Lamouroux， Lithophyllum 

incrustans PhilippiおよびMesophyllumlichenoides (Ellis) Lemoine 

の発芽体の成長における紫外線照射(UVR)の効果を調べるた

めに，光合成活性を示す照射(PAR)のみ，およびPARとUVR

を組み合わせた異なる条件下で藻体を培養した。自然条件下

では， 3種が生育している場所での光環境は実質的に異なっ

ている。 M.membranaceaおよびL.incrustansは潮間帯の日向

および漸深帯の上部に生育しているが， M. membranaceaは潮

間帯の日陰になった割れ目(照射量は日向の 10%未満)にお

いて他の海藻に付着して生育している。これら無節石灰藻の

発芽体の相対成長速度 (RGR)はUVRによって変化した。 3

種において，成長速度に及ぼす有害なUVR効果の範囲は照射

量の対数と同様の増加パターンを示し，所定の作用スペクト

ルに対して同じ様な勾配で減衰する事からも推察された。日

向に生育している2種の無節石灰藻では，生物学的に効果の

ある照射量対数に対してRGRが同じような中断・減衰パター

ンを示したことから，この2種がPAR+UVR下での成長阻害

で同じ様な特性を有することがわかった。 (Univ.Malaga， 

Spain) 

河地正伸1・井上勲2・本多大輔2・O'Kelly，C. J.3・Bailey，J. 

C. 3 • Bidigare， R. R.4・Andersen，R. A.3 :オメガ3指肪酸含

有量の高い独立栄養性ストラメノパイル類の新網ピングイオ
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藻綱

Masanobu Kawachi， 1sao Inouye， Daiske Honda， Charles J. O'Kelly， 

J. Craig Bailey， Robert R. Bidigar巴andRob巴rtA. Andersen: The 

Pinguiophyceae classis nova， a new class of photosynthetic 

stramenopiles whose members produce large amounts of omega-3 

fattyacids 

独立栄養性ストラメノパイル類の新綱を記載した。本網は

5つの属，Glossomastix， Phaeomonas， Pinguiochrysis (タイプ

属)， PinguiococcusそしてPolypodochrysisを含む。これらの種

はいずれも高含有の高度不飽和脂肪酸(PUFA)，中でも特に

20:5 (n・3)(EPA，エイコサペンタエン酸)を多く含むことで特

徴づけられる。これらの脂肪酸に認められる特徴に基づいて，

綱の名称の語根としてラテン語名"Pingue"(= fat， grease)を

用いた。核コードの 18SrRNA遺伝子および葉緑体コードの

rbcL遺伝子の配列データの解析から，本藻群は他のいかなる

藻綱にも含まれることなく，独立した単系統群を形成するこ

とが示された。形態的には全て単細胞性の微細藻であり，ピ

コサイズの種から， 40μmを越えるものまで存在する。各々

の種は葉緑体包膜とガードルラメラをもっ典型的な葉緑体を

lないし2個有する。葉緑体の中のピレノイドは埋没型から突

出型のものまで多様だが，全ての属において膜の陥入が見ら

れた。 Phaeomonasは2本鞭毛の運動性の細胞を有し，前方に

伸びる鞭毛はマスチゴネマ(管状小毛)で覆われている。他

の2属 (GlossomastixとPolypodochrysis)は，マスチゴネマの

ないスムーズな l本鞭毛の遊走子を生じる。この鞭毛は明ら

かに成熟した鞭毛であり，従来の独立栄養性ストラメノパイ

ルでは知られていない特質である。ピングイオ藻の主要なカ

ロチノイド色素はフコキサンチン，ヴィオラキサンチン，ゼ

アキサンチンそしてかカロテンであり，更にクロロフィルa

とクロロフィル C関連色素が存在する。こうした特徴は新綱

ピングイオ藻綱を藻類のユニークなグループとして認知させ

るものである。(I海洋バイオ研釜石・ 2筑波大・3BigelowLab. 

Ocean Sciences ・4Univ.Hawaii) 

河地正伸・熱海美香・池本尚人・宮地重遠:太平洋から分離

した新しいピコプランクトンの新属新種Pinguiochrysis

pyriformis (ピングイオ藻網)

Masanobu Kawachi， Mika Atsumi， Hisato 1kemoto and Shigetoh 

Miyachi: Pinguiochrysis pyriformis gen. etsp. nov. (Pinguiophyceae)， 

a new picoplanktonic alga isolated from the Pacific Ocean 

新属新種の日'nguiochrysispyriformisは褐色で不動の裸細胞

の海産ピコプランクトンである。 1991i!三に西太平洋の熱帯域

において採取した表層サンプルから本種の培養株を確立したO

P. pyriformisの典型的な細胞は独特な西洋梨の形で， 1個の卵

形の葉緑体をもっ。この2つの特徴により本種は他のピコ植

物プランクトン種から区別されるが，細胞の形状は常に西洋

梨型を保っているわけではなく，容易に丸く変形する。葉緑

体やミトコンドリアの微細構造は，本種が独立栄養性ストラ

メノパイルに所属することを示した。P.pyriformisの微細構造

上の他の独特な特徴として， (i)ビレノイド内に入り込んで

チューブ状の陥入構造を形成する葉緑体膜，(ii)いくつかの細

胞で認められた3層以上のチラコイドラメラ，(iii)鞭毛基部や

中心体の欠知，そして(iv)鱗片やその他の細胞外被構造を欠

くといった特徴が見出された。形態の特徴に基づいて，この

ピコプランクトン種を新種として記載し，他で報告した分子

系統解析および生化学的結果に基づいてピングイオ藻綱に所

属させた。(海洋バイオ研釜石)

Andersen， R. A.・Potter，D.・Bailey，J. C. :新属新種の海産

微細藻Pinguiococcuspyrenoidosus gen. et sp. nov. (ピン

グイオ藻網)

Robert A. Andersen， Daniel Potter and 1. Craig Bailey:丹'nguiococcus

pyrenoidosus gen. et sp. nov. (Pinguiophyceae)， a new marine 

coccoid alga 

水産養殖場の水槽から採集した球形の海産藻類を培養株

(CCMP1144)として維持し，光学顕微鏡および電子顕微鏡を

用いて観察した。若く増殖速度の速い細胞はほとんどが丸く，

直径は約46オmだ、った。古い細胞はしばしば突起や偽足状の

伸張構造を形成し，そのためにアメーパのようにみえるが，

アメーパ状の動きは観察されず，偽足状の伸長部は活発な動

きを示さなかった。葉緑体は一つで，独立栄養性ストラメノ

パイルにみられる典型的な構造をしていた。大きな突出型ビ

レノイドは光学顕微鏡でも容易に観察された。微細構造的に

は，ピレノイドの頼粒部は貫入した葉緑体膜によって区切ら

れていた。ミトコンドリアはしばしばピレノイドに隣接して

いたが，隣接していないものもあり，時にミトコンドリアが

突出したピレノイドを覆うようにキャップ構造を形成してい

た。ゴルジ体は(断面を見たときに)核に向かつて湾曲して

いた。網状につながった管状膜の周縁ネットワークは細胞膜

直下に位置していた。2つの中心小体は核膜に隣接していた。

脂質状で電子透過性の液胞がみられた。本研究およびこれま

でに発表されたデータ(エイコサペンタエン酸， 18S rRNAお

よびrbcL遺伝子の大部分)に基づき，本藻を Pinguiococcus

pyrenoidosus gen. et sp. nov.として記載した。 (BigelowLab. 

Ocean Sciences， USA) 

Okelly， C. J.:南オーストラリアで採集された球状でコロニー

を形成する黄金色藻の新属新種Glossomastixchrysoplasta n. 
gen.， n. sp. (ピングイオ藻綱)について

Charles J. Okelly: Glossomastix chrysoplasta n. gen.， n. sp. 

(Pinguiophyceae)， a new coccoidal， colony-forming golden a1ga from 

southem Australia 

オーストラリアのピクトリア州モーニングトン半島ソレン

トパックピーチの砂岩瓦礁から単離培養した Glossomastix

chrysoplasta gen. et sp. nov.を記載する。本藻は細胞壁を持た

ない球状の栄養細胞を形成し，これらの細胞は粘液質のコロ

ニーとして集合体を形成し，二分裂によって継続的に増殖す

る。色素体はガードルラメラと部分的に埋没したピレノイド

を有し，細胞質がピレノイド内を貫通している。遊走子は単

一の鞭毛で殆ど遊泳せず，主な運動は細い舌状の偽足による



ものである。鞭毛はマスチゴネマ，鞭毛膨潤部および自家蛍

光を欠き，他の黄金色藻の後鞭毛と同等である。前鞭毛は存

在せず，鞭毛基部としても目立たないものである。鞭毛装置

は2つの鞭毛基部， 3つの微小管性鞭毛根およびライゾプラス

トからなっている。後鞭毛(古い方)の鞭毛基部は基底板の

根本側にヘリックス構造をもっ。 GJossomastixchrysopJasta は

塩基配列や生化学的データに基づいてピングイオ藻綱に置か

れており，この網の他の仲間とはいくつかの微細構造の特徴

を同じくするo特にPoJypodochrsisteissieriは類似した遊走子

を形成するが，多くの点で他のピングイオ藻網とは異なって

もいる。 GJossomastixchrysopJasta はピングイオ藻の中で(た

だし伸長した細胞を除く)平均的に最も大きな細胞を形成し，

コロニーを形成する唯一の種類である。 (BigelowLab. Ocean 

Sciences， USA) 

本多大輔・井上勲:海産独立栄養性ストラメノパイル生物

Phaeomonas parva gen. et sp. nov. (ピングイオ藻網)の鞭

毛装置構造を含む微細構造と分類

Daiske Honda and Isao Inouye: Ultrastructure and taxonomy of a 

marine photosynthetic stramenopile Phaeomonas parva gen. et sp. 

nov. (Pinguiophyceae) with emphasis on the flagellar apparatus 

architecture 

カロリン諸島近傍の外洋水から採取された海産独立栄養性

ストラメノパイル生物を新属新種Phaeomonasparvaとして記

載した。細胞は細胞外被を持たず球形から卵形である。この

藻類は明期では細胞の側面から生じる 2本の鞭毛によって遊

泳し，暗期では鞭毛を細胞内に取り込み球形となる。長い方

の前鞭毛(成熟していないNo.2鞭毛)は， 3部構成の管状マ

スチゴネマを有している。短い方の後鞭毛(成熟したNo.l鞭

毛)は，平滑で基部に自家蛍光物質を含んでいる。明るい褐

色の葉緑体はカップ型で，細胞の後方を占めている。葉緑体

のカップの内側はピレノイドによって埋められている。鞭毛

装置構造にはいくつかの点で通常とは異なる特徴が見られた。

鞭毛移行部には2枚の基底板と2回転のプロキシマル・ヘリッ

クスがあり，この特徴はP.parvaがベラゴ藻網，デイクテイ

オカ藻網と分類群不明の独立栄養性ストラメノパイル生物

SuJcochrysis bipJastidaと近縁であることを示唆している。 R3

とR4鞭毛根はループを形成しており，これは補食性の黄金色

藻類のものと類似している。しかし，Phaeomonasは補食能を

持たないこと， R3ルートの微小管の本数が異なること，餌を

取り込む口部装置となる R3ルートの隙聞が形成されないこ

とから，この類似は外面的なものであると考えられる。また，

Phaeomonas は「ノfイノtッシング・ルートjをもっていること

が明らかになった。この構造は褐藻綱，Giraudyopsis stellifera 

(クリソメリス藻綱)， AnkyJochrysis lutea (ペラゴ藻綱と思わ

れる)のみに見られるものである。以上のようにP.parvaの

分類学的位置については微細構造の特徴からだけでは特定で
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きない。しかし分子系統学的および生化学的解析は，P.parva 

とストラメノパイル生物4属 (Glossomastix，Pinguiochrysis， 

Piguiococcus， Polypodochrysis)の近縁性を強く支持した。こ

れらの藻類は形態学的に区別されるが，高度不飽和脂肪酸，

特にエイコサペンタエン酸の含有率は他の藻類では見られな

いほど高いことで共通していた。そこでこのストラメノパイ

ル生物の新たな系統群を新綱ピングイオ藻綱

(Pinguiophyceae)として分類した。 P.parvaはこの新綱に属す

る唯一の2鞭毛遊泳性の藻類である。(筑波大)

河地正伸1・Noel，M.-H.2・Andersen，R. A.3 :海産の「黄金色

藻JPolypodochrysis teissieri (ピングイオ藻網)に関する再
調査

Masanobu Kawachi， Mary-Helene Noel and Robert A. Andersen: 

Re-examination of the marine “chrysophyte" PoJypodochrysis 

teissieri (Pinguiophyceae) 

特徴的なロリカをもっ海産黄金色藻PoJypodochrysisteissieri 

Magneについて，光学顕微鏡と電子顕微鏡を用いて再調査し

た。光学顕微鏡による観察結果は，基本的にMagneの記載と

一致していたが，彼の論文で記載された不動胞子は実は独特

なI本鞭毛性の遊走子であることが判明した。葉緑体やミト

コンドリアの一般的な微細構造は典型的な独立栄養性ストラ

メノパイルのものであった。埋没型のピレノイドは葉緑体の

中央に位置し，葉緑体膜の陥入が認められた。 2個のゴルジ

体は常に核に近接し，栄養細胞では互いに直角，遊定子では

平行に配置していた。ロリカの超薄切片像は，珪藻殻のよう

な珪酸質の構造に類似したが， EDX分析の結果では，珪素は

極僅かで、あった。裸の遊走子はマスチゴネマのない単一の鞭

毛をもち，鞭毛膨潤部や眼点を欠いていた。遊走子は基物表

面上で滑走する動きを見せた。二つの異なる細胞質突出(偽

足)が遊走子で観察された。舌状偽足の一つは，鞭毛の基部

から生じ，いつも鞭毛に沿って存在した。もう一つの偽足は

細胞が運動方向を変えるときにのみ形成された。鞭毛装置構

造の調査から，鞭毛の鞭毛移行領域に単一の基底板が存在し，

その鞭毛基部に近接して第二の鞭毛基部が存在すること， 3 

つの微小管性鞭毛根と一組の細胞骨格系微小管そして第二の

鞭毛基部と殻をつなぐ痕跡的なライゾプラストの存在が示さ

れた。 Polypodochrysisの遊走子に見られる多くの特徴は，

Glossomastix chrysoplasta (ピングイオ藻綱)の遊走子と類似

しており，PolYJフodochrysisとGlossomastixで見られる単一の

鞭毛が相同であることを示唆した。この単一の鞭毛はストラ

メノパイル類における短い方の後鞭毛として一般に認識され

ている成熟鞭毛に相当するようであり，ストラメノパイル類

におけるユニークな鞭毛構成を示すものである。こうした形

態上の特徴および別論文で報告した他の知見 (18SrRNAや

rbcL遺伝子と生化学的特徴)に基づき，PoJypodochrysisを黄

金色藻綱から新網ピングイオ藻網に移行することにした。

(1国環境研・2筑波大・ 3Bigelow Lab. Ocean Sciences， USA) 




